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このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用して 
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この「取扱説明書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてください。 

•同姻の r アフターサービス登録カード」は必ずご投函ください。 
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丑安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用ずるために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表をは、誤った使いひたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (danger) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負5危険、また 
は火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負う可能性、ま 
たは火災の可能性が想定される内容を示していまず。 

A ま意 (caution) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生び想定される内容を示しています。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分していまず。 



この絵表おは、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容でず。 

〇處爲 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容でず。 


•説明文中の 「お願い」 事頃は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。 


A 危険 （ danger) 



★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高 
少蕾の混入でち、火災の 

戸 

一油は、絶対に使用しないでください。 M 

原因になります。 


荀 d) 

ガソリン禁止 


成警告 （ WARNING) 


★スプレー宙厳禁 


スプレー吿や力たットこんろ用ボンベなどを、ス I -ーブの前や温風のあたるところに放置しないで 
<ださい。 

熱で吿の圧力び上がり、藤発し、ち険です。 



Q 


禁止 


I ★換気必要 I 

♦換気だずに使用しつづけないでください。 

酸素が不おずると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中妻になるおそれびありまず。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調す良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず]時間に ] 〜2巧(:1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してくだごい。 

窓が凍結していたり、地下室などで換気び巧分におこなえない場所では、使用しないでください。 



© 


換気 


「★温風吹出 □ (ルーパ‘一)をふさがない 


ストーブガードなどの囲いに]し物を 
挂卜けたり、 S 類、紙などで溫風吹出 □ 
(ルーバー）や燃焼•温風空気取入口 
(フアンフイルター）をふさびないでく 
ださい。巧類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や火災や故障の原因になりまず。 



★巧類の乾燥厳禁 


衣類などの乾蝶には使用しなし、 
で < ださい。 

乾燥ずるとストーブの熱気でゆ 
れて落下して、火災の原因にな 
りまず。 


禁止 


★寝るとき消 乂 I 

寝るとさやが出するときは、必ず 
火が消えていることを確認してく 
ださい。 

予想しない事故び発生するおそれ 
が态ります。 



〇 


ミ肖乂 


★可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するも 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）や、スプレーを使用 
しないで<ださい。乂おや故 
障の原因になりまず。 






Q 

使用禁止 












の安全のために必ずお守りください 


A ま意 （CAUTION) 


★力~テン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃え和ずいちののそばなどでは使用しないでください。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着かして、乂災のおそれがおりまず。 

寺給油時消乂~ 

給油は必ず消火し、ストーブの温度が充分下がってから、 f 也に火の気のない状態でおこなってくださし、。 
乂がのおそれびあります。 


★ミが扇 れ確認 

•給袖□□金は確実に締めてください。給油口 n 金を下にして、油漏れびないことを躍かめてください。 

給ミ由 L ] 口金を斜めに締めたりすると、簡学に給ミ由□口金びはずれて、火災のおそれびあります。 

♦油タンクか5油が漏れるげ態では絶対に使用しないでください。 

火災のおそれがあ0ます。 、 - バ 




を 

〇 


£ 3 ]\ 消义 


★ほ こりの除去 

燃焼-温風空気取入□(ファンつィルター）は、週]回 iy 上必ず掃除してくだごい。 

ごみ、ほこ0などで燃焼-遍風空気取入□(ファンフィルター）びつまると、異常燃焼のおそれが 
あ0ます。 

★異常時使用禁止 

におい、すずの発生、炎のげ態など異常燃焼を起こしたときは、使巧しないでくだごい。 

緊急の場含でもあわてずに消火器で消乂してください。 



r ★温風に直接あた6ない 


温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。 ^馬 

低温軒けどや脱水泣がになるおそれびあります。 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び愈くなることがあります。 

★移動•運搬ずるとさの注意 

参ストーブを移動するとをは、必ず消乂し、ス I -ーブの温度び充分に下がってから油タンクを取り出し、 
傾ヴないように静かに移動してください。 

油び;'!れた0、火災になるおそれびあります。 

•修理-引趟しなどでス I -ーブを運赖ごれるときは、油タンク、油受けざ b の巧油を必ず抜いてくだごい。 
運搬の途中に口油びこぼれ、周圃をミちずおそれびありまず。 

I ★高温部接 触禁正] 

燃焼中や消乂匿後は、高温部、温風吹出□(ルーバー）に手などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 r と三^ 


確認 

〇 


.( 1^0 
0^胃 y 使用禁止 

扇を 

指示 

くだごい。 

槪 .®- 

接®禁止 


★指や異物を入れない 



遍風吹出□(ルーパー)や燃焼-温風巧気取入□(フアンフィルター）和ストーブ巧部に指和 b 。 

巧觀物.針をなどの異物を入れないでください。 1し -、":^: 

けびや火ぶのおそれびあ0まず。 

女分解修理•改査の^ 

故障、破損したら、使用しないでくだごい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険でず。 

W 案管時にしていただくこと 

長期間使用しないとき、または保管ずるとをは、必ず财油を抜いて、擊源プラヴをコンセントか5&いてください。 
傾けにり、横倒しのげ態では保管しないでください。 

火災のおそれがあります。 



分解禁止 

〇 







ミ主意 （ CAUTION) 


★電源コードを傷めない 


垄源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物を果せたり加工しないでください。 
まに、堪源プラグを扳くときは、コードを持って引き振かないでください。 

電源コードび破損し、火がや感電の原因になります。 

り^長期間使甫し ないときは電源プラグを抜石 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントから抜いてくだごい。 

火災やザ類しない事ぶの原因となります。 


★電源プラグは確実に差し込む 

舉源プラグはコンセントに根元まで曜実に差し込んでください。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 

乂がの原因にな0まず。 

めれたずでの振き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

「★電源プラグのお手入れをする 

ときどきは這源プラグを抜き、ほこり（及び盡屬物）を除ましてください。 
(ほこり和異物びたまると湿気などで絕攝不おにな 0) 火災の原因になります。 


★お子様やお年 寄りのご使用に注意: 

おで様やお年寄り、体のご不自由なかたびお使いになる場をは、ストーブの取撮い、部瞳の換気、高溫部への 
接触によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分に注意してください。 


I ★腰をかけたり物を のせない I 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ストーブの故障や、やけどのおそれがあります。 

ストーブの]■に巧びんや、氷を入れたちのなどを-固かないでくだごい。 

水が‘かかると漏增护故障のおそれがありまず。 

女廃棄ずると き] 

ストーブを扉譲処分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の灯油を扳きおってください。 

(I に I 点検-手入れ」の[油タンク、ミ由受けざ5の 掃除」 夢照） 

阿油が入ったまま,飛棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発をするおそれびあります。 

^★ 次の場所では使用しない 

火災件予想!しない峯故作故障の原因になります。 

(水平でない場所、すま定な場所 ) r 温室•飼育室など人のいない場雨) 使用禁止 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない •使用環境の変化で、予想しない事故が発生する 

で < ださい。 おそれびあ0まず。 

が發巧動消火装廣び誤作動することびあります。 . ---- \ 

• しかりしたじょうぶな場所で使用してください。 (風のあたる場戸斤、卽屋の出入口（屋外）) 

•毛足の長いじゆうたんの上では使おしないでくだごい。 rn ^. ^ 二"： T こ三/1;- 

• 移動車両の中が、不お东な台上で使用しないでくださ • あた/ろ斤や屋外では使用广 h 

し、。 to 客した0、火災になるぉそれがぉ0ます。 ^穿ぃで含ご苗、 Jj 

r 暖炉など スト ^研国われる場所） 學除撒の排気にもま意してくだ 

• 暖炉梓押入れに入れての使用など、特殊な使いかたを • 部屋の出入 n など人の通る場所、 

しないでくだごい。 人びぶつかったりつまずく場所 > 

火災の原因になります。 で使用すると、転倒して筆故や ^ —> 

乂がび起きるおそれびあります。 

不を定な物を の せた棚などの下） 

• 落下物により火災び起きるおそれがあります。 


を 

電源プラグ 
をおく 

¥ 

脅 

香 

を 

0 


( ほこりや湿気のをい場戸斤 


I 粉類や織維を取扱う場が i 軒お单-器駕瑞など麗传ほこ 
りの多い場所では使用しないでくだごし、。 

燃焼-温風空気取入口（ファンつィルタ…）び目づ素り 
げ熊になり、寶簡燃焼や異簡解熱を起こすおそ n びあ 
0ます。 



_ G ) 

直射日光のあたる場 所、 溫度の高 い場所 j 使用禁止 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクの灯油があふれ出て火災のおそれがありまず。 

高地 （13 日折 n 回上の場扉の 


火が和予想しない拳故や故障の原因になります。 

r 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所 ； 

• 爆発や火災の原因になります。 

Cl . 黃容 院、クリ-ニンク’店などロレ-や化ぎ薬品 を使う場戸斤） 

•巧■美客院、 y ッキ、塗装工場、竭モ部品組立: L 場、 
敍維関係_[攝などでは使用しないでくだごい。 

ストーブのあ障や、腐食性ガスの発をにより盡隔‘鏡- 
ガラスなどを傷める掠®となりまず。 

•石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシリコーンを 
配合した枝毛用コート液やへアート1」ートゾント娘 
毛用）は点火 S スや、途中消乂など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 


•ス I -ーブから可燃物との距離は、石図の指定し U 上の距離を保つようにして 
くださし、。 

♦ストーブ上方や前方の可燃物などとの館離は必ず] m しソ上あけてくだごい。 
•上ちの棚などか b の惡下物びないよラにしてください。 

•カーテンなどが風でゆらいでもストープにふれないようにしてください。 

♦家具等からは充分な距離をとってください。 

熱で変おや変巧、自然発火することがあります 



I 1 m 凹上 

1日抓 

が上 


〇 


y 1 rnmi; 


I 戊なの場所では使用しない 


★可燃物（木壁、を板、ふずまなど）との距離を離ず 



>熱に弱いカーペット释床の上で£骑間使巧すると、変色したり、そり返ることびあ D まず。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 ■■ 

M 妾動するときはミ I きず日な L でくださ U 。 〇 

お 面、 寶、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装びはがれてさびの原因になるおそれびありまず。 jcp 


2使用する場所 


★シリコーン配合製品 を 使用しない 

ストーブ（石油フアンヒーター ) で暖房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース■クリーム.液体スプレーな 
どの枝毛用へアート U — 卜><ント類、つや出し剤皆、防水スプレーなど）を使用しないでください。点乂ミス- 
途中消乂などの故障の原因になりまず。 


〇 


女灯油の廃棄 


灯油の廃棄処分は、丹油をお冥い求めになった販亢店にごホ目談ください。 


お願い （ NOTICE ) 


主意 （ CAUTION ) 


田安全のために必ずお守りくださし、 



焼。 K でおい 
燃す薄^で問 
常まがのぉ 
異り度 W すで 
であ濃3でま 
のび素7要店0 
いれ酸必売い。 
薄そな糾が販^^ 
がお要 C 整のご 
度す必地調ゆ< 
濃こに高地求せ 
素お焼る高いわ 
酸を燃なは買合 
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互各部のなまえ 

外観図 





ミ由タンクにぼれま栓巧） 



4 








固各部のなまえ 

轰示部のなまえと使いかた、「点巧意味 


夕っゾーポタノ 

タイマー運転の設ををおこ 
ないます。_ 

「固 使いかた」 の 度ゴスニ 
蓮商の G かた 陵照 


_ ロボ!タン_ 

エコ運転の設定-解除をお 
こないます。_ 

「I 日]使いかた」 の r エコ運転 
巧しが周 参照 


達賊乂イ ツチ 

運!ちの入•切をおこないます。 

「固 使いかた」 の原灭 のし 
かた 1 、 防イマー運輕のしが 
を]、隅巧研;; ^惨照 



チャイルド□ックボタン 

チでイルド□ックの設定•角军 
除をおこないまず。 

「同 使い かた」の 护ャ 。レ 
ド己万クの ra す こ」参照 i 


温度/時刻合わ はボ タン I 

■ 室温の設定、時刻の設定をおこな 
います。_ __ _ 

「囲 使用前の準備」 の [現在時刻の 
設定のしかたし 

「固 使いかた」 の I 室温を調節のに 
巧周がマー識巧〔かた 参照 J 


消臭点火 • 時間延長 • 給油延長ボタン 


燃焼中に押したときから、再度約 3 時間 
の燃焼継続が可能にをりをを _ 

運転スイッチタイマー運転から、通常運転に切り替 
「入」 えるとさに押します。 


連転スイッチ 


給油延長運転をするとさに押しまず。 


消臭点乂の設定•解除をおこないます。 


「固使いかた」の I 消し忘れ消火 
装置の使いか 后] 参照— 

「回使いかた」 の 「タイマー運乾 
のしかた I 参照 

「[41 使用前の準備 I の 撼 由の目 
安-給 油 gMM 乾の:;わ参照^ 

「固使いかた」の 「点乂のしをた I 

参照 



タイマーランプ 


点灯… タイマー運転待機中か 
タイマー運転中かタイ 
マー運転終了時です。 
点滅… タイマー時刻を設定中 
. です。 . 



運おランプ 

点滅… 予熱中です。 
点灯… 運転中です。. 













で表示 

点な… 設定温度が設定 
されています。 
点滅… 設定温度を設定 
中です。 


道豪表巧 

点灯… 消臭点火が設定 
されています。 
点滅… 消臭機能が作動 
_中でず。 

「囘使いかた」の庶乂 
のしかた I 参照 


設定温室巧温度 Ig 

I 〕化〕 n 盛 


(換気)表71^ 

点ミ威（運転停止）… 

室内の空気が、酸素不 

足状態でず。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださし、。 

点灯（運転中）… 

•運転して約1時間経 
過する度に「ピー」音 
が鳴って「^臣^」表示 
が約]分間点灯しま 
す。 

•換気表示にたよらず 
] 時間に]〜2回必ず 

t 換気してください。 


■み(てコ)表 ?— 

~点な… エコ運転が設定 
されていまず。 


勤 


(チャイルド□ック ）^ 71 ^ I 
占灯… 

チャイルド□ックが設 
定されています。 J 

— I ' ~~ Z ~ 
日(給ミ a ) 表 W 
点な… 

油タンクの灯油が少な 
くなって消火する10分 
前 0 「ピー」音が鳴り、 
残り燃焼時間（分）を表 
7：1\します。 

点ミ威（運転中）… 

給油延長ボタンを巧し、 
給油延長運転中を表示 
しまろ。 

点滅（運転停止）… 

巧油がなくなり自動消 
火しました。 

な油切れ時はデジタル 

表示部か「-」表 

示となります。 

「囲使用前の準備」の 
I 給油の目を•結瓶！長 
遺 li 巧。かた I 参照 J 

i エコ運転表示 

エコ運転中を表示します。 


設定温度室巧温度 


デジタル表を部 

/消臭点火び解除されている場合は、 
_ IjM 曼表示は消丹しています。^ j __ 

■温度表示 

設定温度…目む〜28むまで設定温度 
を選択でをまず。 

室内温度… 0 で〜 32 t ： まで表示します。 

設を溫度室巧温度 

prtpnt - 

■現在時刻表ち 

現在の時刻を表示しまず。 

設を溫度室巧温度 

广 01 厂 1 厂 , 一 I 

I U.UU I 

■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 

X •タイマー運転終了時は 
「 I ’ Hr 」を表示しまず。 

設お温度室の漏度 

「 ii-ri 口 星 I 

I U.UU I 

_ _ 參〇 Q 

■給油に関する残り燃焼時間表示 

残ひ燃焼時間を表おします。 

^ 口油切れ時は「-」表示と 

なりまず。 


設定温度_室內温度 



■消し忘れ消乂装置による 
自動消乂表示 

「3 H 厂 J を表示しまず。 


設を温度_室巧温度 


hir 


■故障•異常により自動消乂したと 
きの エラー 表示 

自己診断機能により、故障時には 
「と-/7」〜「と-弓」を表示しまず。 


設定漏度室の温度 


ill - 51 

■クリーニング 燃焼表示 

クリーニング燃焼の残り時間を表示 

5 〇 設定温度室巧温度 



ll'l 









囲使用前の準備 

「 ストーブを取り出ず 


包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえで、 
包装箱から包装材などを取り除さ、製品を傷付けないように 
取り出して < ださい。 

包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要です。取扱 
説明書-保証書ち忘れずに保管してください。 



燃料 


(!) 燃料は灯油 ( J に1号好油)を必ず使用してください。 

(!) 変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶 
巧に使用しないでください。少量 
の混入でも、火災の原因になりまず。 



•変質灼油、不純灯油（'な油 iU がの油•水-ごみ 
び混入した口油など）は、絶対に使用しないで 
ください。異常燃焼や故障の原因になります。 
•市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないで 
<ださい。異常燃焼を起こすおそれびあります。 


■fflT ホ 1 

CIS 




Q 


禁止 


(§) な油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、 

雨水、ごみ、高温 
および直射日光を 
避けた場所に保管 
して < ださい。 

♦灯油容器は専用の 
されいな容器を使 
用してください。また、'な油容器は必ず JIS 認 
定品で青色の灯油専用容器を使用して<ださい。 

•口油容器内の打油がかないと温度変化により結 
露して水びたまることびあります。 

•ドラ厶吿などで、長期間大量に保管しないでく 
ださい。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


灯ミ由とガソリンの見分けかたのポイント1 


指先に使用燃料をつけて忌を吹さかけまず。 
(火の気のない所でおこなってください。） 


〇 口油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 I 
__ 」 _ __ J 


良い保管 


直射曰光、雨水び当 
たらず、火気のない 



悪い保管 


直射日光、雨水の当 
たるべランタ'など、 


禁止 



変質な油とは 


•ちい口油。 （2 年 iil 上持ち越した好油） 

•長期間、日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した打油。 
♦容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器で保管した灯油は変質 
しやすい。 

♦変質のひどいをのは黄色味をおびたり、すっぱいにおいびします。 



0 

使用禁止 









不純な油とは 


•な油外の油（ガソ IJ ン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など) 
がほんのかしでち混入した灯油。 

•水やごみが混入した灯油。 



了油切外 

タグ ^ _ ) UilLU 

巡 

油、水、ごみを^ 

心心 

れないでノ 

1— 9 J 


0 

使用禁止 


変質な油-不純な油の見分けかた 


コップに水を入れ、次に灯油を入れ' 
て背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら正少しでち色がついていたら • 
常。 使用しない。 


巧み 


白し、巧 


巧疵 





変質灯油の見分けかたは 
たいへん難しいので、メ 
一力一のはつさりしない 
灯油は使用しないでくだ 
さい。 


r 5—変質灯油や不純打油を1 
使ったときの処置のしかた. 


1油タンク、油受け、油受けざ b 内 
の変質灯油や不純灯油を抜き取り、 
i 良質の灯油で内部を2〜3回洗っ 
てからご使用ください。 

(「因点検•手入れ」の 

合 信由受けの掃除し 
严 I 油タンク、油受けざ5の掃除 I 

参照） 

2 変質灯油や不純灯油を旅き取って 
わ効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 

し、 一-…一 - — ^ 

変質口油や不純灯油び原因でアフターヴービスを依頼されたときは、保証期間 
_中でも有料修理となります。_ 


質'灯油や不純な油を使用す! 
ると 


♦変質丹油や不純口油を使用しますと、 

バーナーに多量の夕ールがたまり、 

点乂しなくなったり、燃焼が悪くな 
ったり、激しいにおいがしたりします。 

•水の混入した灯油を使用しますと、 

炎が小さくなり火が消えてしまいます。__ 
また、油タンクに灯油が残っている * 
のに、「 Q 」を表示ずることびあり 
まず。 

•ガソ U ン、シンナーなど揮発性の高 
い油を使用しますと、火災の原因に 
なります。 

--お願 


給；由のしかた 


A 注意 


給油は必ず消火して、ストーブの温度が巧分下がってか 
5他に乂の気のないところでおこなってください。 
乂災のおそれがありまず。 


〇 

消火 


1油タンクを取り出す。 

•油タンクを取り出し、給油□□金を、左 
「〇」に回して開けて < ださい。 
♦給油ロロ金を取りはずす前に、先端の 
弁部を押すと、給油ロロ金が取りはず 
しやす< な0まず。 












4] 使用前の準備 

2油量計を見なが5給油ずる。 

参市販の給油ポンプの先端をジヤノ くラの手前 
まで差し込んで、油量計を見なが b 給油し 
てください。（ホースび抜けないようにま意 
しながら給油してください。） 

•灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の給油 
位置一）まで給油してください。 ™ 

入れ過ぎまずと、あふれ出ることがあります 
ので充分ま意してください。 

/-お願い 

参油タンクの中にあるにぼれま拴」の弁が、給油口の近くまで上がって 
いるときは、弁を下へ押しドげてください。 

•油タンクの中にある「こぼれま惶」は、給油ロロ金びはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用する場合 

•巿販の才ート給油ポンプ（自動停止装置付）のなかには、にぼれま检」と干渉して、 
なのような不具合状態になり、正しく給油できないものがありまず。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すクこ停止してしまう。 

(処置） • 油タンクに害し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。口油があ而れてしまう。 

(処置）•ポンプの取扱説明書にしたがって、固定具の位置を調節ずる。 
•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ボンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく徹由して < ださい。 




給油□口金を r カチッ」と音がずるまで、も「〇」へ回して、しっかり締める。 

•正し < 締めると油タンクの赤色の線が見えなくなります。 

•給油ロロ金を下にして、油漏れがないことを確かめてください 。い 

r -お願い- V 目-口^广 

給ミ由ロロ金を斜めに締め _ 赤色の線 II 

盛;'抵熙に鐵0 I 線^ 

原因になりまず。 しまつて し、 る しまつてし、ない ホ k っ 11 I 


a 丽1鋪 

しまってし、る 


しまつていない 

給;'由 □□ 金/ 


•油タンクか b 口油び漏れる状態で使用 
しないで <ださし、。 

火災のおそれがあります。 

•同時に多数の油タン 

S 就鶴!!旨、戀籠^ 

□金がありまずので、 

??恕ぶぉにし戀義 

灯油がでなくなコたり、 

故障の原因になります。お％諭4 
•打油容器のふたわ、 

しっかり締めておい 
て < ださい。 


戀 


如嶺郑 iiTii"! 


こぼれた口油はよくふき取る。 

•こぼれた灯油は必 仰、 

ずされいに而さ取 
ってください。危険 
でずし、燃焼中に臭 m 
気が発生ずる原因 
にわなります。 

油タンクをセットず る 。、 iij 

•油タンクを、本体 

に正しく、ゆっくり ip # 
とわットして<だ^ I ‘ 
さい。 ？rli 二-.1._ ^ 






給油の目安 • 給油延長運転のしかた 


/ i \ ま意 


給油は必ず消火し、ストーブの温度び巧分下がってか5他に 
乂の気のない状態でおこなってください。 

乂災のおそれがあります。 


ストーブを移動ずるときは、必ず消乂し、ストーブの温度が 
巧分下がってか5油タンクを取り出し、傾けないように静か 
に移動してください。 

打油が漏れたり、乂災になるおそれがあります。 


〇 

消火 


〇 

指示 


油タンクの灯油が空になっても、油受けざら巧に残っている灯油を燃焼させる 
ことで、燃焼を延長(給油延長運転)させることができます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最小の燃焼をします。 



給油表示 


給油延長ボタン 
運転スイッチ 


油タンクの灯油が少なくなると、「0」表示が点口し、「ピー」音が鳴りまず。 
デジタル表示部に残り燃焼時間(分 ) r の」を表示します。 

•「運転スイッチ」を押して消火してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに「ピー」音が鳴ります。約10分後に 、 r 0」表示び点滅 
し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「-」表示となり自動消火します。 


2給油延長運転をするとき 

•油タンクの灯油が少なくなり「0」表示び点灯したときに、「給油延長ボタン」を 
巧すと、「ご」表示が点滅にかわり、給油延長運転をして最大約郎分間の燃焼継 
続をしまず。デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分)び変わります。 

給油延長運転中は r 0」表示が点滅しまず。残り燃焼時間が1日分になると2 
分ごとに「ピー」音び鳴りまず。 

•自動消火ずる前に、_「運転スイッチ」を押して消火してから給油してください。 

•給油しませんと、「0」を表示し、デジタル表示部の濡り燃焼時間表示び r -」 

表示になると自動消火します。 


「給油延長ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)ち同時にわットされまず。 ^ 

い個 使ぃかた」の BE 是垫直查1口研司参照） _ I 

一 ill 







国使用前の準備 



1 か平の確認をずる。 

•ス I -ーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 
♦ストーブを傾いた状態で使用しまずと、巧震自動消火装置が誤作動することがあ 
ります。また、転倒しやずく、異常燃焼の原因になります。 


2電源プラグをコンセント(家庭用 AC 1 日日 V )に確実に 
差し込む。 

•「ピ_」音がします。 設定温心室の温度消奪 

•デジタル表示部に 〜 
表示が点口します。 I - _ 



-お願い- 

♦電源プラグを、絶对に、200 V のコンセントに差し込まないでくださし、感電- 
火災 • 故障の原因になります。 

•コンたントびゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグび過熱 
し、熱変形することがありまず。このようなとさは、必ずお買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 


•電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工 
しないでください。感電や火災の原因になります。 

•他の電気器具と同時に使用するときは、ご家 ‘お®^ ^ ( C \ 

庭の安全器（ブレーカー)の容量をこえないよ巧碰 trpi&zte 〇/ 

ラにしてください。 禁止 


0 


•電源プラグをおくとをは、電源コードを引つ 
張って抜かないでください。齡線、発熱、発 
火の原因になります。 


•熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使用ずると、床面び変色したり、 
そり返ることがありますので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 



〇 






現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかできません) 


デジタル表示部 



嚇 現在時刻が午後7時10分の場ち 

( T ) または""(ぁ/みのボタンを:一度巧ず。 

「ピー」音がして「 ---- 」表 TJX か点滅します。 

( D デジタル表示を見なが5(震^ぶ)ボタンを押して「巧」にをわせる。 

( D デジタル表示を見なが5スぁ為のボタンを押して「の」にをわせる。 

♦阿ス0のボタンは、一度押ずごとに]時間または]分間ずつ進みます。 ' 

押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場をは、デジタル表示部の時計表示び点滅している間に 
(さける)/ 咬7ろのどちらかのボタンを押してください。 

' 時刻合わせびできなかった場合は、ちう一度 ^^^または"";^言る) のボタンを押 

^ して作0直してください。 ■ I 

( g )「 巧」「の」が、点滅から点口に変わり、設定び完了しまず。 

/ -お願い- N 

•ストープの時刻表示びズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、もう一度差し 
込み直して、時刻を設定し直してください。それでも直らないときはお買いホ 
めの販売店までお問い合わせください。 

参ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、 

電源プラグを抜いて再通雲した場合、デジタル 
表示はち図のように表示び点'なしまず 

ので、現在の時刻を設定してくださし_ 

;古草電力爾 

デジタル表示部の時計表示は、約5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジ 
タル表示部が消灯して、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい場合は、操作部の「運転スイッチ.似外のどれかのボタンを押すと 
表示しまず。「運転スイッチ」を巧ずと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運 
転待機中にこの機能は働さません。） 


設を温度室の温盧 










固使いかた 



消臭点乂ボタン/時間延長ボタン 運転スイッチ 
購入後初めてお使いになるときや、電源プラグを抜いた状態から再度お使いになるとき 
には、消臭点火に設定してありますので、最初から 「 m 」 表示び点なします。 

消臭点火は、点火までの時間を 約1日日秒に して、予熱を 充分に おこない、点火時のにお 
いを少なくする点乂ち法です。 

の「運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

•「ピー」音がして「運転ランプ」び点滅しまず。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。_ 

油タンクに口油があるのに「0」表示び点口、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、口油で洗浄してください。 

_ (「回点検.手入れ」の信由受けの掃除1参照）_ ゾ 

( D 約1日0秒後に自動のに点义し、 r 運転ランプ」が点なに変わります。 

★ 消臭点义解除ち系 

運較スイッチ」が「切」のときに「消臭点乂ボタン」を押すと、「恶」表示が消灯して 
W 消臭点火が解除され、点乂までの時間が短かくなりまず。 （約 g 日妙） 

室内温度が6でを下まわる場合は、点火までの時間が 約 1 日 0 秒のままです。 

( -お原頁し'- N 

•初めて運転するとさや、ス[-ーブを移動させたり、激しい振動が加えられた 
あとに運転するとき、白煙(な油の蒸気）や臭気が出ることびあります。これ 
は、移動、振動によりバーナー(燃焼部）内に落ちたを分な口油が蒸発するこ 
とによるわので、一度点乂し、余分なな油がなくなれば白煙や臭気はなくな 
0ます。この様な場合は白煙、臭気びな<なるまでは（窓をあけるなど）換気 
をおこなってください。 

•点火時にバーナー(燃焼部）内で、「ボッ」という音や「ゴー□一」という音がし 
まず。これは点火を確実にずるためで異常ではありません。 

♦点火時には少しにおいびあります。 

•燃焼中「チッチッチッ」というような音がすることびありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジユッジユッ」、「シヤンシヤン」などの音がする 
場合がありまずび、これは灯油が蒸発する音でず。異常ではありません。 

参消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火します。 
燃焼を継続する場合は、消乂ずる前に「時間延長ボタン」を巧してください。 

(「间使いかた」の I 酒!;^巧酒乂衰量の使いが灯 参照） 






炎のが態 


ストーブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎のが態を必ず確認 
してぐださい。 



室温の調節のしかた 


(運転中にしかできません） 


デジタル表示部 


で表示 



購入後、初めてお使いになる場合は、 「 C 巧」（2日で） 
が'設定温度となりまず。 


設定温度室巧温度 


な e || 日 t- 








固使いかた^ 

(1) 尽势^またはボタンを]度巧す。 

「ピー」音がして「 で 」表示が、点滅しまず。 

( D 温度を上げるとさ。_ 

デジタル表示を見ながらのボタンを押ず。 

(5) 温度を下げるとき 。厂 

デジタル表示を見なびら(さげる)^のボタンを巧す。 

•温度設定をする場合は 「で 」表示が点滅している間に0/0ボタンのどち 
らかを巧してください。設定できなかった場合はもう一度押して、やり直し 
て<ださい。 

♦設定溫度は6む〜28た、室温表示は〇む〜32むまで表示します。 I 

•設定温度にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 I 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、 1 
t 消火 後再運転する場合、同一温度になります。_ __ ； 

/ -お願い-- N 

•室温が約18でじ(下のときは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことびあります。 
♦温度調節は燃焼 • 温風空気取入口（フアンフィルター)近くの温度を感知して 
おこないますので、ストーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしも、デジ 
, タル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 , 


^ エコ運転のしかた_ I ( 運輕中にしかできません) 

エコ運転とは… 1 

♦灯油の消費を抑えることにより、 C 02 排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー 
機能でず。 

•エコ運転中はデジタル表示部に 「 E [日」表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんが、灯油を節約するために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度が2目で上の場合は、2日むに切り替わります。 

©設定温度より室温が約: rc 上昇しまずと、自動的に消乂します。自動消火した 
あとでも、運転ランプは点の'したままになりまず。 

感室温び設定温度をしたまわると自動的に再点火します。 

④室温び設定温度付近で安定した場合に、設定温度を化下げ、これを設定温度 
が20でになるまで繰り返します。 

•エコ 運転中に if さげる) K または が(ちける） ボタンを押すと、設定.室内温度表示に切り誓 
わり、温度設定をすることができます。_ _ , 


設を温度室巧温度 


エコボタン 



k'—i お臭 

1 〜 
n III 

ノ 

ししし 1 挣 


(友げる I消臭点义 
時間延長 
縮油延長 



設定のしかた j 

( j ) r エコボタン」を押ず。 

^•「ピー」音がして 「f 


3抄!串し 


し入 



エコ表示 




」表示に切り替わり「再 S 」表示び、点好し設定されます。 
エコ運転は一度設定ずれば、記憶されます。ただし、設定び記憶されていても消火時 
には表示されません。 






解除 のしか た 

® 「エコボタン」を押ず。 

• r ピー」音がして設定•室内温度表示に切り替わり、「ち S 」 表示が、消口し解除されまず。 
•電源プラグをおいたり、停電びあった場合は、自動的に解除されます。 

♦解除後はエコ運転設定前の設定温度にちどりません。再度、温度設定をしてください。 

^タイマー 運転のしかた_ 

J (タイマーを使用して暖房を始めたいとき） 

タイマー運転を する 場合は、「回使用前の準備」のち 見を時刻の設定のじ而^ に従って、 
時刻合わせをしてからでないとタイマー運転でさません。 


ごごジ々 II •ま二三な R 々ン T 7 _ y—f 



f 通常、タイマー運転設定時刻の日分か b 2 日分前に運範を開始します。 


I このス I -- ブのタイマー運転は、ファジーコント□ールで、お部屋の大ささと 
室温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしてお 
さます。 

喬是のしかた I 


午前目時3日分に設定したいとき 

な)「タイマーボタン」を押す。 

「ピー」音がしてデジタル表示部が「」表示じ 
変わり、「タイマーランプ」び点滅します。 


設定通度室巧温度 



( D デジタル表示を見ながのボタンを押して「ら」にをわせる。 

( D デジタル表示を見なが!のボタンを押して「ぶ」に合わせる。 

参兵げえ^ろ^のボタンは、一度押すごとに]時間または日分間ずつ進みまず。 

押し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」び点滅している間に 
のどちらかのボタンを巧してください。 

参設定でをなかった場合は、もう--度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
ださい。 

( S ) 「タイマーランプ」が点滅している間に、「運乾スイッチ」を押して「入」にずる。 

•少し待つと、「タイマーランプ」が点灯し、デジタル表おは現在の時刻を表示して 
セットが完了します。 

参タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に「ら - 0,-」び表示されます。 









固使いかた 

•タイマー運顧は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、「夕 
イマーボタン」を巧して「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定び完了します。（停電や電源プラグを抜 
いた後でもタイマー時刻を記憶しています。） 

♦「運転スイッチ」を巧して、「運転ランプ」が点滅しているときに、「タイマーボ 
タン」を巧すと、タイマーランプび点滅し、かし待つと、「タイマーランプ」が 
点灯しセットが完了します。 

_•タイマー運乾時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。_ J 

解除をしかた 

タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 

® 「運転スイッチ」 対甲して 「切」 にする。 一 [タイマー運転の解除] 

(Dr 運転スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。一[通常運転開始] 

タイマー のま意 事項~ 

•タイマー運転をした場合、点火後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラ I 
ンプ」が点口した状態で、デジタル表示部の「が,-」表示が点: n しまず。連続 
運転ずるときは、タイマー運転の点火後]時間1；/内に「時間延長ボタン」を押 
してください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空 
気す足で危険となるためで、手を触れない場をは、自動的に消火します。 

•殘りの燃焼時間び、1日分になるとデジタル表示部に数きでの 、，二！.. I と 
表示し、2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

•通常運転中に r タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機状 
態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂しまず。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

♦タイマー運転時刻の確認は、タイマ…運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押すと、約1日秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電びあったとき、ストーブを揺らして巧震自動消乂 
装置び作動したとをは点火しません。 _ _ 









消臭機能の作動中を表示します。 

♦消火後、しばらくはストーブ内部を冷やずために対流用フアンは回転し続けまず。 
〔この間、 「 Ji 臺」表示は点滅しています。） 


_:肖义時の注ち_ 

•消乂後、対流用フアンが止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かない 
でください。音が出たり、炎が出たり、ススが発生して再点火後に安全装置 
が作動して エラーで 停止ずることがあります。（「阿故障-異常の見分けかた 

と処置方法」の 慎常のお知！5せ(デジタル表示の見かた） 1参照) 

•緊急のときを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源 
プラグを振いて消火させないで<ださい。 


-お願い- 

•消火操作をしたとさは「運転ランプ」の消灯とバーナー(燃焼部)内の火が消え 
ることを確認してください。 

•消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で「ボッ」という音やローゴ~」という音びし 
ます。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

•点乂してすぐに消乂操作をしたとき、きつい臭気び発生することがありまず。 

点乂後約20分間はできるだけ消乂しないでください。 

•長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンたントから抜いておいてく 
ださい。 .— — 

消乂後再点乂ずるときの注意 


•消乂後ずぐに再点乂ずると、異常音が出ることがありますので、しば6く待って 
か!5再点乂してください。 

•ストーブが暖かいうちに再点火操作をしたときの予熱時間は、約40秒です。 


消し忘れ消乂装置の使いかた (運乾を延長したいとき) 

•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点 

火してか5約3時間燃焼が継続すると、デジタル表 
示部に「ぶ V 」を表示して、白動的に消乂しまず。 

•残りの燃焼時間び、1日分になるとデジタル表示部に 
数字で 沼、弓--! と表示しまず。 

•この間、2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

¢1消义ずる前に「時間延長ボタン」を巧ず。 

W ♦その時点から再度約3時間の燃焼継続び巧能になります。 

•自動消乂した場含は、「運転スイッチ」を押し直してく 
たとレ。 


設定温度室内温度 


リ 

H 广藥 
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誌を温度 

室内温度 
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司使いかた 

クリーニング燃焼表示 


•ク IJ - ニング燃焼はバーナ ー( 燃焼部)内のミちれを除去するための燃焼でず。 
•強燃焼で約2時間じ(上の連続運転をしますと、デジタル 

表示部に「[し：日弓」を表示して自動的に弱燃焼によるク IJ 一 

こング燃焼をおこないます。（約日分間カウントタ'ウンし 
ます）その後自動的にちとの燃焼状態にもどります。 


換気表 7 JT 


•閉め切った部屋などで長時間運転すると臣 M 表示び点 
減し「ピー」音び日秒間鳴って運転を停止し、デジタル表 

示部に「-」表示が点滅します。 

•運転して]時間経過する度に「ピー」音び鳴って「4臣 M 表 
示が約]分間点巧します。 

「4^」表示にたよらず、]時間に]〜2回 （1 〜2分程啟 
は必ず部屋の換気をしてください。 


設定温度里巧温度 

—— — 4野 


設定温度室巧温度 



チャイルド□ックのしかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」 
を押しても点乂しないようにしたいとさに使用します。 


チャイルド□ックボタン 


設定温度室巧温度 


©防リ K 



あける)消臭点火 
時間延長 
給油延長 


運み 

感)ランプ 

_- c=>.A 


口切 



チャイルド□ック表ち 

運転スイッチ 


設定のしかた 


CD 運転中や運転停止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒け上長押しすると「田」 
が点'なし、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操 
作はでさません。 

•運転停止中はずべての操作びでさません。 

•チャイルド□ックび設定されている時に、「運乾スイッチ」を押して r 入」にすると 
r l-r or 」が表示され点乂できません。 


解除の u ^ rc ] 

® チャイルド□ックが設定されているときに r チャイルド□ックボタン」を3秒 
上長巧しすると「巧」が消なし、チャイルド□ックが解除されまず。 






固安全装置 


•安全装置が作動ずるのは何らかの異常びあるとをですから、下記の処置をしてち正常 
にならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を押して「則にしてから再び押し直して r 入」にす 
ることをいいます。 

•すべての処置は必ずストーブを消乂し、ストーブの温度が充分下がってからおこなっ 
て < ださい。 


をを装置名 

はた！5さ 

処置 " 

巧震白動 
消火装置 

• 運転中にス 1 -ーブが地震(震度約日し U 上）や 
強い振動、衝撃を受けたとき、火災などの 
危険を防ぐた側こ自動的 f こ運転を停止します。 

•地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ストーブの損 
傷、油漏れなど異常がないこ 
とを確認した後、再点火して 
<ださい。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によ 
りバーナー（燃焼部） への 空気の供給び不足 
したとさ不完全燃焼による危険を防止する 
わのであり、自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、燃焼*温風 
空気取入□(ファンフィルター） 
の掃除をし、部屋の換気をし 
てから再点火して < ださい。 

(「7 点檢-手入れ」の 

この装置は、あくまでも不完全燃焼によるを険を防止ずる 
ためのものであり、使用中は必ず1時間に！〜2回換気して、 
新鮮な空気を補給してください。 

燃焼•温風空気取入□(ファン 

フィルター）の掃赚 1参照） 

点乂安全 
装 置 

•点火ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴー 
ミスタの不良による点乂不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモータ 
—などの故障により点乂しないときに、運 
転を停止します。 

• 点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとさはパーナ 
一底に灯油がたまります。 
完全に乾燥させてから、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラヴを抜<などして 
電源が切れたときは、自動的に運転を停止 
します。再び通電されても運転しません。 
•タイマー運転中に停電があった場合、タイ 
マー運転は解除されます。 

•再点火操作をします。 

• 現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をやり直します。 

(「 挫 使用前の準備」の 

1 現御寺刻の設定のしかたし 

「圓使いかた」の 

1 タイマー運斬のしかた 参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎が消えたとき、自動的に運転を 
停止させる安全装置です。 

' •再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

• ブ□アモーターの故障や異常燃焼や燃焼- 
温風空気取入口（フアンフィルター）のほこ 
りつまりなどの原因でストーブが異常過熱 
したとき、火災などの危険を防ぐた曲に燃 
焼を停止します。 

• 燃焼•温風空気取入口（ファンフ 
,ィルター）のほこりを取り除いて 
から、再点火操作をします。 

「园点検-手入れ」の 

1 燃焼•温風空気取入 □ (ファン 

フィルター）の掃除 1参照） 

J 

消し忘れ 
消火装置 

V _ 

•消し忘れによる危険を防止ずるために、点 
火してから約 3 時間、燃焼が継続すると自 
動的に運転を停止しまず。 

1 •消火ずる前に「時間延長ボタン」 
を押す。 

•消火した場合は、再点乂操作 
をしまず。 

J _> 


A 



7 ] 点検-手入れ 

点検•キ入れのしかに 


点検•手入れをおこなうときは 


•点検•手入れをずるときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5抜 
いて、ストーブの温度が充分下がってか!5おこなってください。やけどや感電をずる 
おそれがありまず。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけがしないように、手袋をはめておこな 
って < ださい。 

•ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品やバーナー(燃焼部)の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使うたびに 


周囲の可燃物の点検 


ストーブの周固は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないよ 
うにしてください。 



油漏れ、油のたまり、油のにじみの点検 


万一油漏れによって、油のたまり、油にじみが 
生じているときは、消火操作をし、原因をたし 
ひめ防漏処置をし、油漏れがなくなったことを 
確認した後、漏れた灯油を取り除いてから点火 
操作をしてください。 



ほこりの掃除 


♦ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸い取ったり固くしぼった';需れ雑巾など 
でみさ取ってください。 

巧れたままのご使用は危険のちとですし、ストーブのいたみを早めます。 


•油タンクの給油ロロ金の弁部などに、ごみげはさまっている場合び 
ありまずので取り除いてください。 



重 







巧•温風空気取入口りアンフィルター）の掃除 


ストーブ背面にある燃焼 I 温風空気取入口（フアンフィルター） 
にごみやほこりび目づまりしまずと、燃焼用の空気量び減って 
不完全燃焼の原因になったり、温風用の空気量が減って過熱防 
止装置がはたらいて消火します。 

燃焼*温風空気取入口（つアンフィルター)に付いているほこり 
を、掃除機などで吸い取ってください。 



時々、燃焼•温風空気取入口（フアンフィルター)をはずして掃除をしてくださし、。 


燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）の目の中び 
つまっている場合がありまずので、やわらかいブラシ 
などで、燃焼•温風空気取入 □ (ファンフィルタ~)の 
目のつまりを掃除してください。（光にかざして目づ 
まりびされいになったか確認してくださし^。） 



はずした燃焼•溫風空気取入 
□(フアンフイルター）は、ツメ 
(4 箇所）をスリットの中に入 
れて組み付けてください。 



-お願い- 

•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

ミちれび取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
•取りはずしたとさは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異常燃焼の原因になります。） 


^1箇巧に1回1^上^ 


温風吹出□(ルーバー）の掃除 


温風吹出口りレーバー)び巧れたり、ほこりび付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
めれ雑巾などでふさ取ってください。 

/-お願い- V 

このとき必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセントから抜いて、温風吹 
出□(ルーバー）の温度び充分下びってからおこなってください。 

やけどをするおそれびあります。 


































7 \ 点検-手入れ 


油受けの掃除 


•油受けは、灯油は通しますが水は通しにくいフィルターで 
でをています。油受けに水やごみがたまると、油タンクに 
丹油があるのに、「日」表示が点灯することびあります。 
♦油タンクを取り出してから、油受けを傾けないように取り 
出し、たまった水やごみを取り除いてください。 


お願い 


油受けは、水で洗わないで 
<ださい。 

必ずされいなな油で洗って 
<ださい。 


づム手袋 


されいなな油 




巧震自動消乂装置の点検 


♦燃焼中にストープをゆずって、自動的に消火ずるか点検してください。 
♦自動的に消火しますと、デジタル表示部に「 1;-弓 」を表示します。 


1シーズンに！〜2回 !; Lb 


油タンク、油受けざらの掃除 


ストーブから油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ(手動式)などで油タンク 
内や油受けざら内の水やごみを取り除いてください。 

油タンク内のわずかに残ったな油は、油タンクに給油□□金を取り付け、油受けを給油 
□□金に押し当て、油タンクを上下左ちにゆすっておいてください。 



電源プラグ、コンセントにほこりやミちれがたまると火災の原因に 
なることがありまず。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取 
り除いて < ださい。 


国定期点検 




長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、 
より良い燃焼で快適にま全にお使いいただくために、2年に]回程度、シーズ 
ン終了後などに、お買いおめ店、又は修理資格者〔（財）日本石油燃焼機器保 
守協会 （ TEL 日 3-3499-2928) でおこなう巧術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など）のいる店、当社などに点検依頼されることをおずすめしまず。 







；|] 故障•異常の見分けかたと処置ちま-修理を依頼される前こ- 

^^^^^^^ 

安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異萬の原因が 
表示「エラー表示」されまず。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買い求めの 
販売店へご連絡 < ださい。 


デジタル表示 


表をの意巧 


U •過熱防止装置び作動しました。 


つ•惇電消火後電源が入りました。 

II •タイマー運斬待機中に停電し、その後電源が 

"" 入りました。 

；•ルームサーミスタが断線しました。 I 

. •バーナー（燃焼部）が予熱不足でず。 

:•パ.ーナーヴーミスタが断祿しました 。I 
_•点火ヒーターび ffi 線しました。 

—a •消乂後ずぐに再点火操しました。 

•点乂を全装置が作動しました。 

し_ (■燃焼部にシ U コーン酸化物が付着しました。） 

•地震により消火しました。 

S •本体を傾けたり、強い振動、衝擊がちえ5れ 
—_消乂しました。 _ _ 

5 •す完全燃焼防止装置が作動しました。 

(•燃焼部にシリコーン酸化物が咐着しました。） 


>室温げ33で切上になりました。 


• P •ブ□ア モーターが 停止しました。 


E - 弓 


に广。广 


>点乂を全装置が作動しました。 

•燃焼部にシリ〕ーン酸化物が付着しました。） 


•チャイルド□ック中に「運転スイッチ」を押し 
て「入」にしました。 


•タイマー運粒時刻が設定されていません。 


ig ►換気•室内が酸素すおでず。 


ノ表示点減 n 給油•灯ミ由がなくなり消火しました。 


, タイマーランプ 

r _ •タイマー運聞び終了しました。_ 

ff — •消し忘れ消乂装置にて消火しました。 

nr •クリーニング燃焼中。 

一三^ (約日分間カウントダウンします。） 


全消な •省電力機能が作動しました。 


処置方法 1 

•しば5 く待ってか5再点火操作をしてください。 I 

•燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター)、温風吹出 I 
口（ルーバー）の掃除をしてください。 

( r 回点検•手入れ」参照） 

•ストーブの周囲の障害物を取り隙いてくだごい。__ 

•再点乂操作をしてください。 

•電源プラグなど電源をご確認<ださい。 

•電気系統の故障でず。お買い求めの版売店まで「デ 
ジタル表お」（エラー表示）などをご連絡ください。 


■修理が必要でず。お買い巧めの販売店まで「デジタ 
ル表示」〔エラー表示）などをご連絡ください。 


•しば日く待ってか日再点乂操作をしてください。 

•修理び必要です。お責いホめの版売店まで「デジタ 

_ル表示」（エラー表示）などをご連絡くださし、。 

•ストープが傾いていないか確認してか5、再点火操 
作をしてください。 

•燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）の掃除を 
してください。 （ r 回点検•手入れ」参照） 

•修理が必要でず。お買い求めの販売店まで「デジタ 
ル表示 J (エラー表示）などをご連結ください。 

•ストーブの周囲の障害物を取り陈いてください。 

•電源プラグを入れ直して<ださい。 

•電気系統の故障です。お買い巧めの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。_ 

•燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）の掃除を 
してください。（「回点検•手入れ」参照） 

•修理び必要です。お買いずめの販売店まで「デジタ 

_ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。_ 

•「運転スイッチ」を巧して「切」にし、チャイルド□ック 
を解除してください。 

( 「固使いかた」の r チャイルド□ック の使いかた 1参照) 

•「運輯スイッチ」を巧して「切」にし、タイマー運輯時 
刻を設定してください。 

( 「固使いかた」の I タイマ ー運爲 の しですこ I 参照)_ 

•窓やドアを開けて充がに部屋の換気をおこなってか 
5再点火操作をしてください。 _ 

•な油を給ミ由してか5再点火操作をしてください。 

•油受けの掃除をして < ださい。 

( 「图点横•手入れ J の 踊受けの掃 除 I 参照) _ 

•再点火操作をして < ださい。 

• 再点火操作をしてください。 

•約日が後に自動的に通常運転にもどります。 

•操作部のいずれかのボタンを押してください。 







1 故障-異常の見分けかたと処置方法 


故障かなと思ったとさに 
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処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 











〇 


電ミ原プラグをコンセン 
卜に差し化む 

停電した 

〇 








〇 



〇 


停電復帰後、再点乂操 
作をする 

巧震自動消义装置が 
作動した 









〇 
と--•ミ 





再点乂操作をする 

油受けに水げ入った 

L 


〇 




〇 



〇 





油タンクと油受け內 
の水を取り除く 

ミ由受けざ6にかが入っ 
た 









〇 





市販の給油ポンプで 
水混入のな油をしつ 
かり巧< 

燃焼•温風空気取入 □ 
(フアンフイ ルター）の 
目づまり 



〇 


〇 



〇 

〇 

£-5 





燃焼•温風空気取入 □ 
(フアンフイルター）を 
掃除する 

油タンクに灯袖がな 
い 


〇 




〇 



〇 





灯油を入れる 

な油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 








〇 


〇 




こぼれた灯油をきれ 
いにふをとる 

換気不良 







〇 


〇 





部屋の充分な換気を 
ずる 

変質灯油やす純灯油 
を使った 



〇 

〇 

〇 



〇 



〇 



変質な油や不純灯油 
を良質な灯油に入れ 
か无る 

販売店にごホ目談<ださい 

省電力機能び作動し 
た 












〇 


操作部のいずれかの 
ボタンを巧す 

給油ロロ金を間違え 
た 






〇 








正しい給油□□金を 
取付ける 

ス1-ーブ周囲の温度 
が異常に上昇した 













〇 

ストーブ周圓の温度を 
確認する 

販売店にご相談ください 


♦表中のと表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示しまず。 

•処置を行っても改善されない場合や、原因が特定できない場合や、該当ずる現象がない 
場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 







圓部品交換のしかた 


部品交換のとき•のま意！ 

" •部品交換や修理をお受けになる場合は、お買い求めの販売店か、（財）曰本石油 
燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)な 
どのいる販売店で修理されることをおずすめします。 

I •不完全な修理は危険でず。 

•故障したちのは使わないで < ださい。 


•短時間に消耗ずる部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買 
い求ゆになった販売店にご相談ください。 

•部晶は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

•部品を交換するとをは、ス I -- ブを消火し、ストーブの温度が充分下がって 
から、電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。 


111保管(長淵間使用しなし、場合) 


•ストーブを保管する場含は、「网点検•手入れ」の項を参照して、ストーブの 
手入れをしてから保管してください。まに、破損している箇所は修理をして 
から保管してください。 

•格納*保管場所は、湿気-火気.高溫などの悪い影響のおよびにくい所であつ 
て、しかちス I -ーブの上には重量物をのせたり、人び柔ったりしないよう配 
慮してください。 


1ストーブを消乂し、ストーブの温度が充分下がってか5、電源プラグをコン 
セントか5抜く。 

2 燃焼•温風空気取入口（ファンフィルター）、温風吹出口（ルーバー）、電源プ 
ラグに巧着した(まこりや巧れを掃除してください。 

•燃焼-温風空気取入口（ファンフィルター）は巧などでふくのはおやめください。 
かえって目づまりします。 

3 油タンク、ミ巧受けざ5内の口油、ごみ、水気を取り出す。 

•油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管すると、請や巧あをの原因に 
な0ます。 

4 ストーブの表面をよ<ふいて、汚れを取る。 

参固くしぼった請れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた布で水気をふ 
き取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでくだごい。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。掠けきれなかった灯油び漏れること 
がありまず。 

•取扱説明書*保証霄ち必ず保管してください。 


画廃棄ずるとき 

f 「巧点検.手入れ」の 雨 タタジ藤け す 如鋼 を参照して、油タンク、 
油受けざら内の打油を抜を取ってから廃棄してください。 


ぶ 






强仕様 

f Jii I — Pi- /-TN nm 


^型式の呼び 

LC - V 299 、 

種 類 

ポット式 • 強制通気形 • 強制対流形 

点火 方式 

電気点火 

使 用 燃 料 

な油し IIS 1 号） 

，佩半;ドち帮量取大 

S .89 kW (日. 281 L / h ) 

んゾ々个う ■/ 円冥里 口 1 

最小 

0.79 kW (0.077 L / h ) 

暖戸 1 中1づつ 巧乂大 

2.89 kW 

口友レ "D U-l ノ J _ , 

1 最小 

0.79 kW 

油タンク容量 

3.6 L 

燃焼継続時間 

に.別寺間（最大燃焼時） 

外 形寸 ま 

幅 334 mm 奧行3日 0 mm 高さ41 5 mm (置台を含む） 

防 弓 

貴 里 

7.9 kg 

電源電圧及び周波数 

]0 日 V •日日/ 60 Hz 

定 格 

消費 電力 

点火時320/32 日 W 燃焼時に/ 12 W 待機時 0.8/0.7 W 
最大9 日日/ 950 W (点乂初期に短時間発生） 

騒音値（正面）《• 

最大燃焼時 34 cj 目 最小燃焼時 18 d 巳 

電流ヒューズ 

4 A 

安全装置 

V_ 

巧震自動消火装置、点义安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置(70で） 

停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消乂装置 J 


騒音値の数値は JIS 測定方法 （JIS S 3 日 31) に 基づく正面値でず。 




14 アフター ヴー ビス 


保証について 


•添巧しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載の容 
をご確認のラえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買い求めの曰より1年間です。 


修理を依頼するとを 


♦「191故障-異常の見分けかたと処置方法」に従って、処置をおこなってください。 

直 b ないときは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お買い求 
めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容はなの通りです。 

①品名…石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… LC - VS 99 

③ お買い求め年月曰 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

©おなまえ-おところ-電話番号 

•修理に隙しましては保証書をご提示<ださし、保証書の規定に従って、販売店び修理 
させていたださまず。 

♦保証期間が過ぎていてを、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理 
させていただをまず。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書とス I -ーブに表示されている禁止事項-注意事項および通常使 
_用に反して使用された場含の故障、事故は保証いたしません。_ 


補修用性能部品について 


•石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年でず。 
•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するたゆに必要な部品でず。 


消耗-劣化する部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスが必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点火ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油□□金、ミ由受け 

•変質灯油、不純打油の使用で劣化しやすい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 







圃アフターサービス 

_ 転居される場を 

•本機は電源周波数日日、目日 Hz とも同一仕様でず。 


♦電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転 
居、高地からの転居は毎調整び必要ですのでお近くの 届5客様相談窓巧一覧 1(別紙参 
貝罵）までご相談ください。 


r 

ま意 

k _ 

故障•破損した5使用しないでください。不完全な修理 rc \ 

や改造は、危険です。 、ジ^ 

分解禁止， 


r - - 

A ま意 

修理、引越しなどでス1-ーブを運搬されるときは、必ず 
油タンク、油受けざ5の口油を抜いてください。運搬の •• 

逸中に'な油がこぼれ、周固をミちずおそれがありまず。 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてごで明な点は、お買い巧めの販売店、または、 L お客様相談窓 
□一覧1(別紙参照)までお問い合わせください。 


愛情点検 


口 


•長年ご使用の石油フアンヒ™夕一•の点検を！ 


ご使用の際 
このようなことは 
ありませんか 


•油漏れずる。 

•燃焼中強いニオイがする。 
•炎げ異常に黄色い。 

•予熱時間が異常にながい。 
•運転中異常な音がずる。 
•その他の異常•故障がある。 



•石ミ由フアンヒーターの補修 
巧性能部品の保有期間は、 
製造打ち切り後目年でず。 



故障や事故防止の 


ため、コンセント 

ご使用 

か!5電源プラグを1 

中止 

抜いて、必ず販売 


店に点検-修理を 


ご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

LC - V 299 

お買いおめ年月日1 

年 

巧 

曰 

お買いホめ店名 


(電話番号） ( 

) 

- 



株式会社 1-3 卜 I ミ 

本社 干 467-08 己己 

名古屋市瑞穂区桃國町日番 17号 
7リーコール日1 20-1 日 4-1 己4 
TEL く日己 2>82 S -1 144 
FAX く 0 己 2> 822-274 三 








